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高精度技術を核に、
持続的な成長に向けた
取り組みを進めてまいります
代表取締役 CEO 社長執行役員
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ソディックの技術が、成長市場で
力を発揮しています

株主の皆様には、平素より格別のご支援を賜り、厚く御
礼申し上げます。

2026年12月期第2四半期は、当社の技術力がお客
様から高く評価され、その成果が業績にも表れました。
生成AIの普及を背景に、データセンターや光通信イン
フラ向け投資が拡大する中、超精密ワイヤ放電加工機
や細穴放電加工機、精密射出成形機の需要が堅調に推
移しています。航空宇宙、医療、エネルギー分野でも高
精度加工へのニーズが高まっており、長年培ってきた
技術力が新たな成長機会につながっていることを実感
しています。

私は現在、産業構造が大きく変化する時代の転換点に
あると考えています。AIや半導体に加え、ロボティクス
や次世代エネルギー分野でも、高精度・高品質なモノづ
くりへの需要はさらに高まっていくでしょう。当社はこ

うした変化を成長機会と捉え、2026年2月に中期経営
計画「Grow Forward 2029」を発表しました。高付加
価値領域での競争力強化と事業成長を通じて、2029年
には売上高1,000億円、営業利益100億円をめざしてま
いります。

さらなる成長と株主還元の両立をめざします

株主の皆様への還元は、これまでも経営の重要課題と
して取り組んでまいりました。累進配当に加え、中期経
営計画期間中の総還元性向70%以上とする方針のもと、
成長投資とのバランスを図りながら、安定的かつ継続的
な株主還元に努めてまいります。

これからもソディックは、高精度技術でお客様の課題
解決に貢献し、世界のモノづくりを支える企業として、持
続的な成長と企業価値の向上を実現してまいります。

株主の皆様には、今後とも変わらぬご支援を賜ります
ようお願い申し上げます。

東証プライム：6143
株式会社 ソディック

Top Message

中期経営計画「Grow Forward 2029」
Special Feature



TOPICS #1 TOPICS #2

Grow Forward 2029
事業戦略

経営基盤の強化​

圷社長インタビュー動画公開中 MTフェルール製造を支えるモノづくり技術のご紹介

ソディックグループは、めざす姿の実現に向け、中期経営計画「Grow Forward 2029」を策定しました。設立50周年
の節目に策定した本計画は、2029年度を最終年度とする4年間の変革期間と位置づけ、守りから攻めの経営への転換を図
るものです。主力事業の収益力強化を通じて、次の50年に向けた成長基盤を確立します。

お客様のモノづくりを支える製品・サービスを充実させるとともに、成長市場での事業拡大と新市場の開拓を進め、次の
成長につなげていきます。​

生産性向上や人材育成を通じて企業体質の強化を進め、
グローバルで競争力を発揮できる体制を再構築します。​

財務指標（PBR・ROE・EPS）の早期達成をめざします。

財務戦略​

成長に向けた投資と株主還元の両立を図りながら、企
業価値の向上をめざします。​

週刊ダイヤモンド元編集長・山口圭介氏との対談を通
じて、当社の事業や今後の展望、理念体系に込めた思いを
圷社長が語っています。ぜひご覧ください。（ダイヤモ
ンド・オンラインタイアップ広告） 

高速光通信に欠かせないMTフェルール
の製造には、精密な金型づくりと高精度な
射出成形が不可欠です。こうした精密加
工の現場を支える、ソディックの最新技術
をご紹介しています。ぜひご覧ください。

事業機会の拡大

�データセンターは、サーバーや
光通信機器、発電設備、冷却設備
などのさまざまな設備で構成
�幅広い領域で当社製品を展開

市場
ニーズ

急拡大するAI・データ
センター需要に対応

事業機会の拡大

�コンビニ・外食・食品メー
カー向け需要の拡大
�国内に加え海外市場へ
展開

市場
ニーズ

食生活の変化で広がる惣菜・菓子・
パン市場の成長を取り込む

AI・データセンター市場 惣菜・菓子・パン市場

既存事業の収益性改革

▲ �MTフェルール
成形サンプル

▲ �MTフェルール
金型サンプル

構造改革 ▲ ワイヤ放電加工機 ▲ 精密射出成形機

中期経営計画

2023年12月期～2025年12月期

中期経営計画
Grow Forward 2029

創業以来、未踏のフェーズへ
守りから攻めの経営への転換

特 集  -Special Feature-

生成AIの普及によるAIデータセンターの
拡大を背景に、高速光通信に欠かせない
MTフェルールの需要が高まっています。

工作機械 産業機械 食品機械

こちらから

中期経営計画の
詳細は

めざす姿

2026年12月期～2029年12月期
全てのモノづくりの

現場と共に
歩み続ける

パートナーになる

ソディックは次の５０年に向けて進化

ソディックは常にお客様の
技術課題解決のためにあります

各事業において、お客様の
課題解決を通じて強みを高め、

持続的な成長を実現

ソディックはグローバル体制を
再デザインします

経営基盤を再構築し、
次の50年に向けての

成長基盤を強化

ソディックは次の50年に向け
再点火します

成長に向けた投資と
資本効率の向上で
企業価値を最大化

ReignitedRepresented Redesigned

技術・組織・人材の進化を通じて競争力を強化し、次の50年に向け、グローバルで持続的に成長する企業への転換
を推進します。

中期経営計画のスローガン
経営目標　2029年12月期​

2025年12月期実績

売上高​

2029年12月期目標​

805億円

PBR（株価純資産倍率）

2029年12月期目標​

1.0倍

2025年12月期実績

営業利益​

2029年12月期目標​

100億円42億円

2025年12月期実績

ROE（自己資本利益率）

2029年12月期目標​

8.0%5.2%

2025年12月期実績

営業利益率​

2029年12月期目標​

10.0%5.2%

2025年12月期実績

EPS（1株当たり当期純利益）

2029年12月期目標​

130円89円

1,000億円

本編は

こちらから

本編は

こちらから

2025年12月期実績

0.5倍



世界最大級の食品製造総合展「FOOMA JAPAN 2026」に出展
「連続式真空冷却装置」が
第5回 FOOMA アワード2026 優秀賞を受賞

　2026年6月に東京で開催された「FOOMA JAPAN 
2026」に出展し、総合食品機械メーカーへの進化に向
けた取り組みや新たな事業領域での展開を紹介しま
した。また、「連続式真空冷却装置」が第 5 回 FOOMA アワード 2026 優秀賞
を受賞し、生産性向上や省力化に貢献する技術として評価されました。

食品を連続的に真空冷却するこ
とで、細菌が繁殖しやすい温度帯
を短時間で通過させ、衛生性の向
上に貢献します。また、これまで
手作業で行っていた工程を自動化
することで、省人化と生産効率の
向上を実現します。

ソディックの今がわかる、旬な情報をお届けします

連続式真空冷却装置

▲ パン投入の様子

▲ 表彰式（右：中村卓弘 食品機械事業部長）

ソディックニュース

こちらから

出展製品については

こちらから

受賞については

株主還元
当社は2026年12月期より、総還元性向※40%以上の方針を維持したうえで累進配当を採用し、安定的かつ継続的な配当

を実施することを基本方針としています。

■ 一株当たり配当金推移

※�総還元性向とは、親会社株主に帰属する当期純利益に対する配当額と
自己株式取得の合計額の比率を表します。

累進配当

基本方針（2026年12月期～）
累進配当

中期経営計画
（2026年12月期～2029年12月期）

期間全体の総還元性向：70%以上
基本方針：毎期40％以上

29円

15円

14円

2023年
12月期

29円

15円

14円

2024年
12月期

29円

15円

14円

2025年
12月期

6円

35円

15円

14円

2026年
12月期
(予想 )

記念
配当

期末
配当

中間
配当

2026年12月期は、中間配当に
設立50周年記念配当6円を含む
1株当たり年間35円の配当を予
想しています。また、この記念配
当に相当する金額は翌期以降の
基準配当に組み入れる予定です。

2027年
12月期

2028年
12月期

2029年
12月期

POINT



業績・財務ハイライト

2026年12月期第2四半期を終え、工作機械事業が中華圏における好調な需要を背景に大きく伸長し、産業機械事業も堅調に
推移している状況を踏まえ、売上高、および営業利益をはじめとする各段階利益の通期業績予想を上方修正いたしました。

期初計画比＋85億円の上方修正 期初計画比＋37億円の上方修正

92億円

▼  売上高 ▼  営業利益

2026 年 12 月期の業績予想

2025年12⽉期2024年12⽉期 2026年12⽉期

379335

805736

970
（予想）

469

 第2四半期累計　　  通期

■  工作機械事業	 78.	0	%

■  その他事業	 5.	2	%
■  食品機械事業	 5.	7	%
■  産業機械事業	 11.	 1	%

セグメント別売上高構成比 （2026年12月期第2四半期累計）

■  北・南米	 16.	7	%

■  中華圏	 37.	3	%
■  日本	 23.	4	%

■  アジア	 12.	0	%
■  欧州	 10.	6	%

地域別売上高構成比 （2026年12月期第2四半期累計）

2024年12⽉期 2025年12⽉期 2026年12⽉期
第2四半期

844 905 955

58.2 58.1
59.5

純資産合計 （億円）／自己資本比率 （％）

 第2四半期累計　　  通期

21
△0

42
22

2025年12⽉期2024年12⽉期 2026年12⽉期

92
（予想）

44

営業利益 （億円）

 第2四半期累計　　  通期  純資産合計 ／ 自己資本比率

4541

2025年12⽉期2024年12⽉期 2026年12⽉期

74
（予想）

39

108

親会社株主に帰属する当期純利益 （億円）

885億円 55億円

売上高 （億円）

970億円



〒224-8522
横浜市都筑区仲町台三丁目12番1号
ＴＥＬ：045-942-3111

株式会社 ソディック

事業年度	 1月1日〜12月31日
株主確定日	 ●  定時株主総会、期末配当金：12月31日
	 ●  中間配当金：6月30日
定時株主総会	 毎年3月
公告の方法	 電子公告により行う
(公告掲載ＵＲＬ)	 https://www.sodick.co.jp/ir/ir-f.html

	 ただし、電子公告によることができない事故、
その他のやむを得ない事由が生じた時には、
日本経済新聞に公告いたします。

株主名簿管理人
および特別口座の	 三井住友信託銀行株式会社
口座管理機関
郵便物の送付先	 三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
	 〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目８番４号
電話お問合せ先	 TEL 0120-782-031（通話料無料）
ホームページアドレス	 https://www.smtb.jp/personal/procedure/agency/
上場証券取引所	 東京証券取引所　プライム市場
	 証券コード：6143

事業を通じた価値創造の考え方やビジネスモデル、成長戦
略、サステナビリティへの取り組みを紹介しています。ぜ
ひご覧ください。

「統合レポート２０２５」
を発行しました

「ソディックレポート」
で最新情報をお届けしています

当社の技術動向や製品開発、ユーザー事例などを紹介する
季刊誌です。事業の取り組みや技術の最新情報をぜひご覧
ください。

株主・投資家様向けの情報を開示しています。
ぜひご覧ください。

https://www.sodick.co.jp/ir/

コーポレートサイト IRサイトソディック ホームページ　「IR 情報」のご案内

▼  株主メモ

詳細はこちらから詳細はこちらから


